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研究成果の概要（和文）：　バリデーションスタディにより、モーションキャプチャーカメラと音声補助による
胸骨圧迫の質評価システムを用いることで評価者の評価の質が向上することが示された。
　一つ目のランダム化比較試験により、音楽が質の高い胸骨圧迫の習得に有益であることが示された。音楽の中
でもテンポが112回／分のリズムで８ビートの楽曲の効果が高いことが示された。二つ目のランダム化比較試験
により、音楽および音声補助を用いた教育法が質の高い胸骨圧迫の習得に効果が高いことが示された。教育効果
維持のためには音楽の効果が高いことが示された。研究成果として作成した替え歌は、国民への興味喚起、普及
への一助となった。

研究成果の概要（英文）：The validation study has shown that the evaluation quality of the evaluator 
improves by using the motion capture camera and voice assistance quality evaluation system of chest 
compressions.
The first randomized controlled trial has shown that music is useful for acquiring high-quality 
chest compressions. In this study it was indicated that the ideal tempo of music would be a rhythm 
of 112 / min and the 8 beat music would be effective. The second randomized controlled trial based 
on the above results showed that educational methods using music and voice assistance are highly 
effective in acquiring high quality chest compressions. It was shown that music effect is high for 
maintaining educational effect. Some Popular number with a rhythm of 112 / min and the 8 beat which 
lyrics was modified into educational content result helped to stimulate interest and implementation 
high quality chest compressions to the public.

研究分野：救急医学
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１．研究開始当初の背景 
 突然の心停止に出会った時に、第１発見者
が 即 時 に 心 肺 蘇 生 (Cardio Pulmonary 
Resuscitation:以下、CPR)を施行することが
救命率向上につながることが知られている。
また CPR 中の胸骨圧迫が一定基準に達し
ている有効なものであれば、その救命率は更
に向上することも知られている。しかし CPR
教育に関しては全市民に対しては十分に行
われていないのが現状であり、全市民に従来
型の実技講習を実施できる体制には無い。ま
た、実技講習を含めた講習を行っても、その
知識と技術は経時的に減少することが知ら
れている。平成 23 年に発刊された我が国の
心肺蘇生法に関するガイドラインである
「JRC蘇生ガイドライン 2010」では、現時
点で有効なエビデンスが無く、今後の研究が
推奨される項目とし て、1）最適な学習方法
および知識と技能を維持する適切な方法、2）
測定や評価方法の効果、 などが具体的に提
示されている。 
 
２．研究の目的 
 救急蘇生法において、質の高い胸骨圧迫実
施の重要性は周知の通りである、しかし質の
高い胸骨圧迫の有効な教育方法の検討や、教
育した内容が臨床現場で行動化されるかの
検討は、未だ十分な知見が得られていない分
野として、研究の必要性が高い。本研究では
医学と異分野の音楽学 および工学の専門家
と連携し、音楽および音声が質の高い胸骨圧
迫実施に与える影響について調査研究する。
有効性が示されれば、音楽および音声による
救急蘇生法補助ツールの開発につながり、新
たな臨床研究への発展性がある。以上をもっ
て質の高い胸骨圧迫の臨床実践についての
エビデンスを創成することを目的とする。本
研究の成果は、一義的には我が国から世界の
CPR の質向上に資するエビデンスを発信す
ることである。しかし研究の成果は単に CPR
の教育に関する成果に留まらない。音楽およ
び音声の補助については CPR を実施する臨
床現場での直ちに応用が可能であると同時
に、本研究で使用する予定の CPR 補助機器
は教育目的の機器から臨床目的の機器に発
展させることが可能なデザインとなってお
り、機器の機能改善をもって新たな臨床研究
に発展が可能である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、胸骨圧迫の指導法に関する 2 
つのバリデーションスタディと、音楽および
音声補助を用いた 2 つのランダム化比較試
験によって構成される。 
A.バリデーションスタディ 
a.指導者による主観的な胸骨圧迫技術の質
の評価に関するケースシリーズ研究（パイロ
ット研究） 
 胸骨圧迫技術の指導にあたり、その質の評
価は指導者の主観によるところが大きい。モ

ーションキャプチャー技術を用いた測定機
器を用い、指導者による主観的評価と機器の
測定結果とに差があるかどうかを確認する。 
被験者：CPR 講習指導者 
プロトコール：対象を限定しない CPR 講習終
了時の効果測定試験において、指導者が実施
するシナリオ形式の実技試験実施直後に、受
講生の胸骨圧迫技術を、モーションキャプチ
ャー技術を用いた測定機器（以下、CPR 
evolution 01）で測定し、両者の評価結果を
比較検討する。実技試験では評価表を用いて
胸骨圧迫技術の各項目を多段階評価する。測
定機器での測定結果も多段階評価に変換し、
両者の一致率を確認する。 
 
b.救命処置講習指導者に対する評価技能向
上に関する前向き介入試験 
 胸骨圧迫技術を主観的に評価するにあた
り、客観的な測定機器を用いた学習機会を設
けることにより、主観的評価の質改善が見込
まれるかを確認する。 
被験者：CPR 講習指導者 
プロトコール：＜前評価＞模擬受講者の行う
胸骨圧迫を被験者、CPR evolution 01 で同時
に測定する。＜介入＞前評価のCPR evolution 
01 による測定結果を開示し、被験者の主観的
評価との不一致点を認識させる、CPR 
evolution 01での胸骨圧迫測定結果をリアル
タイムに表示することにより、胸骨圧迫の主
観的評価と客観的な測定結果をリンクして
学習する機会を設ける。＜直後評価＞介入直
後に模擬受講者の行う胸骨圧迫を被験者、
CPR evolution 01 で同時に測定する。＜事後
評価＞介入から一定の時間をおいて、模擬受
講者の行う胸骨圧迫を被験者、CPR evolution 
01 を用いた測定機器で同時に測定する。被験
者の評価は評価表を用いて胸骨圧迫技術の
各項目を多段階評価する。測定機器での測定
結果も多段階評価に変換し、両者の一致率を
確認するとともに、介入前後での改善度を検
討する。 
 
B.ランダム化比較試験 
c.音楽を用いた胸骨圧迫技術指導の最適化
を検討するためのランダム化比較試験 
 胸骨圧迫の学習効果を高めるために音楽
を用いることの有効性は先行研究で示され
ている。しかしその研究は 2005 年のガイド
ラインに沿ったもので、最新の 2010 年のガ
イドラインに沿った研究はまだない。 
被験者：非医療従事者のボランティア 
プロトコール：非医療従事者のボランティア
を対象に CPR 講習を行う。指導中の胸骨圧迫
の質評価は事前学習した指導者の主観評価
で行う。効果測定前に被験者を層別化して無
作為に4群に分ける。4群それぞれにテンポ、
拍の異なる胸骨圧迫訓練用音楽を準備し、音
楽を流しながら胸骨圧迫の自己訓練を行う
時間を設ける。直後に音楽を流しながら、続
いて音楽を流さずに胸骨圧迫の効果測定を



行う。実施した胸骨圧迫を CPR evolution 01
で測定し、音楽の種類による胸骨圧迫技術獲
得効果の差を検討する。本試験の結果から胸
骨圧迫指導時に使用する最適な音楽の種類
を決定する。 
 
d. CPRの新しい指導法の教育効果に関するラ
ンダム化比較試験 
 CPRの指導法を1.従来の指導者主導型講習、
2.従来の指導法に音楽を併用した講習、3. 
CPR evolution 01 で即時フィードバックを受
ける講習、の 3種類準備し、講習直後および
一定期間をおいた後の技能維持について調
査する。 
被験者：非医療従事者のボランティア 
 非医療従事者のボランティアを対象に CPR
講習を行う。被験者を層別化して無作為に 3
群に分け、それぞれに対して指導方法の異な
るプロトコールで CPR 講習を実施する。教育
介入前と直後、および一定期間を置いた後の
胸骨圧迫技術の測定および知識の確認試験
を行い、技術及び知識の獲得と維持をデータ
として集積する。実施した胸骨圧迫を CPR 
evolution 01 で測定し、プロトコールの違い
による胸骨圧迫技術獲得効果の差を検討す
る。 
 
４．研究成果 
A.バリデーションスタディ 
a.指導者による主観的な胸骨圧迫技術の質
の評価に関するケースシリーズ研究（パイロ
ット研究） 
 機器による測定と指導者の主観による測
定を比較したところ、主観による評価の方が
点数が有意に高かった。指導者の経験度によ
って 2群にわけて解析したところ、経験の少
ない軍ではより評価が高い傾向にあった。 
 
b.救命処置講習指導者に対する評価技能向
上に関する前向き介入試験 
 機器による評価を実際の胸骨圧迫にあわ
せてリアルタイムに表示し、研究対象の指導
者に対して胸骨圧迫の質評価を学ぶ機会を
持った。経験の多い指導者は介入の前後で機
器の測定との評価一致率は変化が無かった
が、経験の少ない指導者は介入の前後で有意
に点数の一致率が上昇し、経験の多い指導者
のスコアに近づいた。 
 
 以上のバリデーションスタディにより、胸
骨圧迫評価について指導者の質が担保でき
ることが確認されたため、以後のランダム化
比較試験を予定通り行った。 
 
B.ランダム化比較試験 
c.音楽を用いた胸骨圧迫技術指導の最適化
を検討するためのランダム化比較試験 
 非医療従事者のリクルートが難航したた
め、新規採用された看護師を対象に試験を実
施した。その他のプロトコールは計画通りに

実施した。音楽が質の高い胸骨圧迫の習得に
有益であることが示された。音楽の中でもテ
ンポが112回／分のリズムで８ビートの楽曲
の効果が高いことが示された。 
 
d. CPRの新しい指導法の教育効果に関するラ
ンダム化比較試験 
 非医療従事者のリクルートが難航したた
め、新規採用された看護師を対象に試験を実
施した。その他のプロトコールは計画通りに
実施した。音楽および音声補助を用いた教育
法が質の高い胸骨圧迫の習得に効果が高い
ことが示された。教育効果維持のためには音
楽の効果が高いことが示された。 
 
 以上の研究成果は国内外の学会で発表し、
その内容が注目されたため複数のマスコミ
でその成果が取り上げられ、市民への研究成
果普及の一助となった。として作成した替え
歌は、国民への興味喚起、普及への一助とな
った。 
 本研究で制作した学習用の替え歌につい
ては、日本著作権協会を通して著作権者に対
して歌詞の改変の許可を得ることにより、公
式に使用が可能となった。楽曲は CD にプレ
スして配布する予定としていたが、より効果
的な方法として動画をインターネットで公
開することにより CD プレス予定よりはるか
に多い 27,000 回以上の視聴を得ている。 
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